
研究報告

ファッション産業におけるサスティナピリティへの取り組み事例

-The Case Study on Sustainability in the Fashion Industry一

Bunka Fashion Graduate University 

TomomiAoki 

Mari Yamaoka 

文化ファッション大学院大学

助手青木智美

助教山岡真理

要旨:ファッション産業で企業が経営を持続していくために、地球環境、社会環境への影響

を無視することはできなくなっており、近年その傾向はますます強くなってきている。本

研究報告では、ファッション産業でのサスティナビリテイへの取り組み事例を「繊維素材」、

「企画」、「流通・小売り」の切り口からいくつか取り上げ、その活動の傾向を把握する。

1.はじめに

「サスティナピリティ (Sustainability)J 

とは「持続可能性」を意味し、環境保護活

動分野で使用されることの多い言葉だが、

最近では企業活動分野でも用いられる場面

が増えている。 企業活動分野での「サステ

ィナピリティ」には、企業が事業活動で利

益を上げるだけでなく、社会的責任を果た

すことで、長期的な事業継続の可能性を持

ち続ける、という意味が含まれる。

ファッション産業においても、ファッシ

ョン関連企業の事業活動が与える地球環境

への負荷や労働環境問題への配慮、の必要性

は他産業と同様に高まっており、その認識

は年々深くなっていると思われる。例えば

本学においても「サスティナブル」や「エ

シカル」の視点で研究や課題に取り組む学

生が少しずつ増えており、関心の高まりが

みられる。この背景には、 2013年 4月のバ

ングラデ、シュ・ラナプラザビ、ノレ倒壊事故lに

提出年月日:2017年 2月 13日

受理年月日:2017年 3月 9日

関する報道や、「ファッション産業の聞に迫

るドキュメンタリー映画」と誼われた映画

ITHE TRUE COSTJ (2015年)の公開など、

消費者に認知されやすい形でファッション

産業の現状が伝えられた事にあると考える。

既に持続可能性を目指して活動している

ファッション関連企業も多い。その中には、

既存のアパレル企業が取り組むケースや、

地球環境の持続可能性を事業活動の目的に

据えて取り組む企業のフィールドがファッ

ション分野だったケースなど様々な形で存

在する。そこで本研究報告では、著者のサ

スティナプル研究の第一歩として、ファッ

ション産業での企業の取り組みをその中心

的な事業活動の内容で分類し、「繊維素材」、

「企画」、「流通・小売り」の 3つの切り口

からいくつか取り上げ、活動の傾向を把握

することを目的とする。
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2.繊維素材

2-1.スパイパー株式会社による人工合成

クモ糸繊維の実用化

スパイパー株式会社 (2007年設立、山形



県)は「新世代ノ〈イオ素材開発」を事業内

容とし、世界で初めて人工合成クモ糸繊維

QMONOS (TM)の開発・量産化に成功した日

本のベンチャー企業である。人工合成クモ

糸繊維 QMONOS(TM)の発想の元であるク

モの糸は鋼鉄の 340倍と言われるほどの強

靭性の高さを持つ。それと同様に強くて伸

びる特性を持つため、繊維以外の産業や医

療分野での応用も期待されている。また、

QMONOS(TM)の主成分であるタンパク質自

体も、アミノ酸の組み合わせにより様々な

繊維を生み出せる可能性を持っており、世

の中の需要に応じた多様な素材開発にも期

待が高まっている。タンパク質から新しい

素材を作るとしづ発想は、土に還る自然由

来の繊維を従来の合成繊維のように石油に

頼らずに低エネルギーで、作れる点から、サ

スティナピリティの観点での注目度が高い

といえる。

2015年9月にはアパレル製品の実用化の

第一歩として IMOONPARKA2 (図 2-トl)J

を株式会社ゴールドウインが有するアウト

ドアブランド ITHENORTH FACEJと共同

開発した。この製品は 2017年以降の発売を

目指しているとのことである。

図 2-1-1 MOON PARKA商品イメージ

スパイパー株式会社の関山和秀氏(取締

役兼代表執行役)は 2016年 1月のインタビ

ュー記事の中で「世の中の大きな課題や誰

かが解決しないといけない課題に関心をも

っていますo 3 Jと話している。スパイパー

株式会社による新繊維開発の事例は、地球

環境の持続可能性を事業活動の目的のひと

つに据えて取り組む企業のフィールドがフ

ァッション分野だ、ったケースといえる。

2-2.日本におけるフェアトレード認証

コットン拡大への取り組み

ファッション商品に欠かす事のできない

素材であるコットンは、その化学肥料と農

薬を用いる生産方法が土壌汚染や水質汚染、

また生産者の健康被害に繋がっているとし

て社会問題になっている。その問題の解決

策のーっとして、オーガニック栽培とフェ

アトレード認証を取得したコットンの使用

が挙げられる。

オーガニックとは、「農薬や化学肥料に頼

らず、太陽・水・土地・そこに生物など自

然の恵みを生かした農林水産業や加工方

法J4を指す。特定非営利活動法人フェアト

レード・ラベル・ジャパンによれば、フェ

アトレードとは『直訳すると「公平な貿易」。

つまり、開発途上国の原料や製品を適正な

価格で継続的に購入することにより、立場

の弱し、開発途上国の生産者や労働者の生活

改善と自立を目指す「貿易のしくみJj] 5と

ある。この二つの要素を併せ持つことで、

環境保護、生産者の保護につなげることが

できる。同法人の発表によると、フェアト

レード認証コットンの園内販売数量(図

2-2・1)は2015年時点でわずか 47トンであ
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るが、 2010""'2012年は流通していなかった

点と 2014年からの増加率 276%としづ結果

から考慮すれば飛躍的に伸びているといえ

る。

1∞o 
832 

8∞ 7" 
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2010 2011 2012 

図2・2・L フェアトレード認証産品

国内販売数量推移(単位:トン) 6 

この普及の背景には、大手企業 (NTTグ

ノレープや大日本印刷など)の CSR部門との

連携によって、企業活動でのオフィスサプ

ライ(消耗品)にフェアトレードコットン

製品を取り入れるとし、う方法の採用が挙げ

られる。これは株式会社フェアトレードコ

ットンイニシアティブが構築した BtoBで

のフェアトレード導入プラットフォームに

よるものである。同社代表取締役の入江英

明氏の記事に、 I(フェアトレードコットン

製品を)オフィスサプライとして何万人も

の従業員を抱える多くの大企業と組むこと

によって一気に普及を促進しているところ

が大きな特徴J7とある。フェアトレード認

証コットンの流通拡大によって、囲内での

流通拡大とそれに伴う認知度向上が期待さ

れる。

3.企画

3 -1. People Tree 

People Treeとはフェアトレードカンパニ

ー株式会社 (1995年設立、東京都)が展開

するフェアトレード専門のブランドである。

同社は創設者サフィア・ミニー氏によって、

環境保護と途上国支援を目的としたビジネ

スの実践と普及を目指して設立された。サ

フィア・ミニ一氏はサスティナブルファッ

ションの推進に貢献した人物に贈られる

IThe SOURCEアワード」を 2012年に受

賞している。

People Treeは日本とイギリスにおいてフ

ェアトレードで作られた製品の製造・販売

を行っており、フェアトレード団体を認証

する WFTOマークも 2003年に取得してい

る。 2009年には女優のエマ・ワトソン氏と

コラボレーションし商品企画を行い、 2014

年にはデニムブランドの Leeとジーンズの

共同開発を行うなど、若い世代へのアプロ

ーチも積極的に行っている。

フェアトレードを念頭に置いて商品企画

を行う点はもちろん、若年層への認知・普

及を向上させるための取り組みにも注力し

ており、地球環境の持続可能性を事業活動

目的とした企業のケースと考えられる。

3 -2. Stella McCartney 

デザイナーのステラ・マッカートニ一氏

は、イギリスの田舎にある有機農場でベジ

タリアンとして育てられ、 1995年からキャ

リアをスタートした。自身の企業を「責任

を持ちモダンビジネスを行うベジタリアン

企業8Jとし、自身のブランドである Stella

McCartneyを「世界で初、世界で唯一のベ

ジタリアン・ラクゃジュアリープランド9Jと

呼んでいる。皮革や毛皮などの動物に関す

る素材やポリ塩化ビニルを使用しないポリ

シーのもと、 EthicalTrade Initiative
10への参

力目、NRDC11による cleanby Designフ。ロク守ラ

ムに協力をしている初の高級ブランドとし
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て環境を意識したコレクションを行ってい

る。しかし、サスティナピリティを考慮し

すぎることで、ファッション性が損なわれ

ることは避けていて、その洗練されたラグ

ジュアリー感を持つデ、ザインは現代の女性

から多くの支持を得ている。また、グロー

パルサスティナブPル企業で、あるアディダス

など、自身の信念と共感できるブランド企

業とのコラボレーションも行っている。

「持続可能性というのは、 lつの事柄に限

定されたものではない12Jと述べているよう

に、取り扱う全製品を追跡し、製品が直接

的、間接的に地球にどのように影響してい

るかを日々検証している。それは、図表

3-2-1のオーガニックコットンの使用率の

変化にも見られるように年々変化している。

表 3・2・1.Stella McCartneyのアイテム別オー

ガニックコットンの使用率の変化13

アイテム名 2013年 2014年

デ、ニム 51% 72% 

コットンジャージー 25% 54% 

キッズウェア 74% 

2017年 1月時点での StellaMcCartneyの

公式ウェブサイト 14上には、サスティナビリ

ティというカテゴリーの中、ブランドのサ

スティナビリティ活動を細かく伝えている。

それらの一部をアイテムと素材に分けて、

そのコミットメントの内容を表 3-2-2、表

3-2-3にした。

製品を作る過程において、人と環境に悪

影響を与える影響を考慮し、日々の改善を

行っているが、それは表 3-2-4のように盾頭

やオフィスでも行っている。

ここで、挙げたように、 StellaMcCartneyで

は、日々ブランドが行っている生産が環境

に及ぼす負荷とその負荷を少しでも少なく

すむよう、様々な環境を意識して、改良・

改善を行い、人と環境が持続できるように

企業としてブランドとして取り組みを行い、

研究をし続けている。その意識を生産者と

して持ち、全力で努力し、情報を発信し伝

播させている。このケースは、事業活動の

中心がファッション商品の企画・流通であ

りながら、サスティナビリテイへの意識が

その活動に強く根付いている企業と考えら

れる。そのファッション性の高さと、サス

ティナビリティへの強い意識と行動力から、

共感するファッション感度の高い顧客に訴

求できているのではないか。
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表 3・2・2. Stella McCartneyのアイテム別のコミットメント内容15

素材 コミットメントの内容

再生カシミア ニットウェアコレクションで、のヴァージンカシミアの使用を中止 し、イタリアで生産時に出る繊維

廃棄物を再生 して作ったカシミ ア IRe. Verso ™ Jを使用。環境負荷を 92%軽減。

アンゴラウサ PETAI6のアンゴラウサギの窮状への取り 組みに賛同し、 2013年秋以降、全ての製品に

ギ使用の禁止 アンゴラを使用せず。

リサイクル・マイクロ77イ リサイクル・マイクロ77イノゾーは、日本の毒性のない染料を使って染められている。生産過程
/ゾーの染色 では溶媒を使わず、水をベースに したシステムで生産。

オーガニック 効率良く水を使用 して、有害な化学物質の使用を避けることで土壌を健全に保つ。そ

コットン れにより農家のより良い社会状況と労働条件を促進。化学物質が少ないことで生物多

様性が広がり、より良い地球環境へと繋がる。アイテム別の使用率は表 3-2・l参照。

レザーの代用 レザー、77一、エキゾ‘チックスキンや7ェサ、、ーを使用しない。 レザーを使用しないこ とで森林破壊に

関与するリ スクを大幅に削減。 レザー代用素材 IEco-alternappaJを開発し、 20日年秋

以降使用。ポリエステルとポリウレタンからなり、コーティングの 50%以上は再生可

能な天然資源で非食用油である植物油でできていて石油の使用量を抑えられる。

ポリ塩化ビニ
2by 00S8te年llaかMらcCポarリtn塩ey化のビ全ニアルイのテ量ムをに減もら、 しポ、リ2塩01化0年ビ以ニ降ルはを使、用コせラボず。レーショ ンの adidasI 

ル使用の禁止

ビスコース 認証木材の利用に専念。 ヨーロッパ域内にはビスコース製造のサプライチェーンが構

築されており、その追跡可能で高い透明性のあるビスコースを使用。2017年春コレク

ション以降は全てのビスコースはスウェーデンの持続可能な森林から供給l70

デニム デ?ニムのダメージ加工であるサンドプラスティ ング‘のフ。ロセスを行わない。このプロ

セスは、労働者に致命的な肺の病気を引き起こすので、労働者に安全な方法をとる。

表 3・2・3. Stella McCartneyの素材別コミットメントの内容18

アイテム コミットメント内容

ノ、ンド‘/くッグ 全製品で、飲料水へE ットポトルからリサイクノレしたホ2 リエステルを原料とする裏地を使用。

アイウェア ヒマシ油種子やクエン酸などの天然原料を50%以上使用している、 生分解性バイオプ

ラスチ ックである IAPINATB10⑧」を使用。

ランジエリー ハードウェアにリサイ クル金属を使用 し、ガセ ットにはオーがニックコットンを使用。

フレグラ ンス 全7レグ 7ンλは、 ビーがンを考慮し、動物実験やハチを含む動物由来の成分は使用せず。

シューズやノ《 魚、由来の糊、また全ての動物由来の糊は使用 していなし、。

ッグ
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表 3-2-4. Stella McCartneyのその他コミットメントの内容19

コミットメントの内容

!古舗とオフィスの電 英国の!古舗、事務所とスタジオの電力は、 Ecotricity杜供給の風力エネルギーを

力 使用。 海外の!古舗とオフィスは、再生可能エネルギーを使用し、そのうち 45%
は 100%再生可能なグリーンエネルギーで、実行されている200

新居舗の電球 新ストアは、従来の電球に比べてエネルギー消費を 75%低減し、 25倍長持ちす

るLED照明を採用。 LED照明の採用により、ストアとオフィスの照明に必要

なエネノレギー量を大幅に削減。

エネ1レキマ}に関する LEED 2011年、テキサス州、|ゲ刊に LEED21の認証を取得した太陽光パネルと省エネ空調ユ

認証の居舗 ニットが設置されているストアをオープン。現在は LEED認証を受けたモール

であるラスベガスのシティ・センター・モール内 Crystalsと、北京の Parkview

Green内にも同様の居舗がある。

植林プロジェクト マイアミで MillionTrees MiamiとBioPlanet USと連携。過去 3年間にわたり、

2020年までに 100万本の木を植えるという MillionTrees Miamiの目標を支援220

廃棄物の削減 2014年に、埋め立て地にいく予定の 57トンの廃棄物がリサイクル・リユース

され、現在では使用されなかった全ての布地をリサイクルしている。

森林に対する FSC認 使用する紙類および梱包資材やへリンボーンウッドのフローリング、全て FSC

言正 認証23を取得。森林持続性を守りつつ調達された木材を使用。ストアデザイン

にウオールパネル材の Bauxを採用。 Bauxはスウェーデンの Traullit社が現地調

達した FSC素材のみをスウェーデンで製造。この素材は持続可能な方法で調

達・製造された素材であることに加え、優れた断熱性を備えている。

ローカライゼ、ーション ローマ屈は地元のアンティーク家具を購入。できる限り、家具はオークション

での入手や地元で調達するように。

3 -3. 132 5. ISSEY MIYAKE で収納することが可能であり、着用すると

折り紙の造形のような美しい立体が構築さ

れる(図 3-3・124)0 1一枚の布」で身体(立

体)と布(平面)の理想の関係性を追求す

るとし、う三宅一生氏の長年のテーマと、持

続可能性を秘めた素材が融合した新しい取

り組みだといえる。また、取組みをひとつ

のプランドとして展開することで、そのブ

ランドの浸透に伴う消費者の意識の変化も

期待されるが、認知度はまだ低いのが現状

である。このケースは、既存のアパレル企

業が新たにサスティナビリティに取り組む

事例と捉えられる。

株式会社三宅デザイン事務所では社会環

境に配慮、した商品開発に取り組んでいる。

「リアリティ・ラボ」としづ研究開発チー

ムを結成し、有限な地球資源とどう向き合

っていくべきか、衣服デザイナーとして環

境問題に対し出来る取り組みとは何かを研

究している。その一環として、2010年には、

再生ポリエステルの新しい活用方法を模

索した結果として、 11325.ISSEY MIYAKEJ 

というプランドとして発表し、商品展開を

開始した。同ブランドの商品は再生ポリエ

ステルを使用し、資源の再利用という環境

問題へのアフ。ローチを行っている。また、

商品の特徴として、着物のように平面の形
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図 3-3-1.

132 5. ISSEY MIYAKEの商品イメージ

4.流通 ・小売り

4-1. H&Mグループ

ここ数年、サスティナピリテイへの取り

組みがめざましい企業として H&Mグルー

プ (1947年設立、スウェーデン)が挙げら

れる。同社では幅広い活動を展開しており、

その一部を以下に記す。

①古着回収とリサイクル繊維の活用

古着 (H&M以外のプランドも対象)を庖

頭で回収し、 リサイクノレt張市住で作られた製

品の販売を行う。同社の 2014年度のサステ

イナピリティ報告書 IConscious Actions 

Sustainability Report 2014 J 25によれば、 2014

年以降の古着の回収量は 2倍以上に増加し

ており、合計 13，000トン以上 (6500万枚の

Tシャツに相当する)に及んでいるという。

②ダウン製品の RDS認証取得率 100%を達

成26

Responsible Down Standard (RDS)認証27と

は、羽毛の生産・流通にあたり、ガチョウ

やアヒル等が人道的な方法で育成・採取さ

れること及びトレーサピリティ(生産段階

から消費段階までの追跡可能性)の確保を

目的とした認証基準である。 H&Mグループ

では、 2016年 1月 15日、 RDS認証を取得

したダウンの使用を発表し、商品は2016AW

から庖頭に並ぶと公表した。

③パングラデ、シュの労働環境向上活動

2015年、同社は ILO(国際労働機関)と

協働で、パングラデ、シュの労働環境向上へ

の活動を開始した28。この活動は、 ICentreof 

Excellence for the BangladeshApparel 

Indus仕iesJ と呼ばれ、バングラデシュ・ダ

ッカにおけるアパレル工場労働者の労働環

境・雇用環境の改善を目指す3年間のプロ

ジェクトである。このプロジェクトで、労

働者のスキル開発の機会提供や、工場管理

者に対して安全・衛生面や障がい者の雇用

の増進、労働者の人権保護のトレーニング

が行われる。同社は資金面・技術面での援

助を担うとしている。

H&Mグループ。のような大量生産を行う

企業にとって、水質や土壌汚染といった地

球環境の悪化と、労働環境の不整備や労働

者の人権問題などの生産環境の悪化は、商

品生産の継続を将来的に脅かしかねない重

大な問題である。また、今後、消費者のサ

スティナピリティに対する認識が向上する

にともない、大量生産・大量消費に対する

否定的な意見や、その生産工程における倫

理性の確保を求める声も増加していくもの

と思われる。よって大量生産・大量消費の

代名詞ともいえる「ファストファッション」

の企画・生産・流通を事業主体とする企業

のサスティナピリティへの取り組みは、商

品生産の安定と消費者からの企業イメージ

向上、信頼向上に対して大きな意味を持っ

ている。 H&Mグループのケースは、既存の

アパレル企業が大々的にサスティナピリテ

.27・



ィ活動に取り組む例であり、その方法を示

すロールモデ、ルになりうると考えられる。

5.考察

ファッション産業のサスティナピリティ

に対する活動の一部を羅列してきた結果、

その目的は 2種類に大別されるのではない

かと考えた。それは、①持続可能な社会の

実現を目指すとしづ直接的な目的と、②企

業の信頼、イメージ向上という目的の 2種

類である。ファッション産業の企業が長期

的な事業継続を目指す上で、①、②の視点

がどちらも必要不可欠になってきているの

ではないかと考える。「サスティナブル」を

目的とした事業活動でも、社会的責任を果

たすという観点から本筋の事業内容とは異

なるが取り組んでいる場合でも、その行動

に意義があると感じる。

11.はじめに」で、本学においても「サ

スティナブル」や「エシカノレ」の視点で研

究や課題に取り組む学生が少しずつ増えて

いることに触れたが、海外の教育機関内で

も、その傾向が見られる例があった。 2016

年 9月にロンドンを訪問した際には、

London College of Fashionの図書館には、

KATHARINE HAMNETTのサスティナブノレ

テキスタイルが展示してあり(図 5-1-1)、

また、 CentralSaint Martinsでもサスティナ

プルテキスタイルの見本に触れられるコー

ナーがあり(図 5・1・2)、そのサスティナプ

ノレテキスタイルを取り扱っている企業情報

を閲覧して、学生自身がコンタクトをとれ

るようになっていた。また Universityof the 

Arts Londonのリサーチセンターでは、 2008

年にサスティナブ、ルファッションセンター

を設立し、ケリングと共に次世代のサステ

ィナブルファッションのデザイナーの育成

にも取り組んでいる。このように、現在、

ファッションを学ぶ学生は、学生時代から

サスティナブルの視点を持ち、テキスタイ

ルやデザイナーの考え方に触れる機会が増

えてきている。

今後、サスティナピリティの意識を持っ

た若い人材がファッション産業界で増える

ことで、さらにその活動が推進されていく

のではないか。

図ふ1・1.London College ofFashionの図書館

内のサスティナブルテキスタイルコーナー

I面
瞳.
~ーヤl
-車、、.

『ノ哩
《ち t

対 令 目

図テ1-2.Central Saint Martinsの図書館内の

サスティナブルテキスタイルコーナー
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